
2025/4/16

1

五色沼の色の秘密を
探究する

五色沼湖沼群

大小30個程度の湖沼の総称

水源は銅沼の地下水

桧山湖や磐梯山の水も混入

四つの水系 目的

ケイ酸アルミニウム
（先行研究有）

化学的要因

なぜ水面がきれいな青色に見えるのか

弁天沼、るり沼

ケイ酸アルミニウム
→散乱を起こす

五色沼はなぜ青いのか
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五色沼はなぜ青いのか
長石の結晶
磐梯山の噴火による流入
長石の主成分 ⇒ ケイ酸アルミニウム

検証 光①

mol/Ｌ

濃度と光の
当たる角度に
より青の色味
は変わるか

0.2
×

mol/Ｌ

10⁻²

10⁻³

0.2
×

検証 光②
光の筋道を長くすると青の色味は変わるか

500mLメスシリンダー
に0.2×10⁻²mol/Ｌを
入れ、側面と上面か
ら白色光をあてて
観察

検証 光③
実際の沼の水で実験

側面・上面から光を当てて観察

検証 光④ ⑴屋内・白色光・泥なし

溶液の量を増やし、太陽光をあてる
60×40×35cmの
水槽
0.2×10⁻²mol/Ｌ
のケイ酸アルミ
ニウム懸濁液45L
と水45Lで比較
光の当たる角度
による色の見え
方

検証 光④ ⑵屋外・太陽光・泥なし

※太陽光の高度は
どちらも約30°
※ケイ酸アルミニ
ウム○の際、若干
雲がでていた

水中写真 弁天沼 検証 光④’ ⑴’屋内・白色光・泥あり

④で用いた溶液に泥3Lを加える
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検証 光④’ ⑵’屋外・太陽光・泥あり 水中写真 みどろ沼 検証
銅沼と五色沼湖沼群の10箇所で水を採取

パックテスト・顕微鏡に

よる観察を実施

検証 結果 検証 結果

グラフ1 
アンモニウム態窒素

グラフ2
亜硝酸態窒素

グラフ3
硝酸態窒素

検証 結果

グラフ4
水温

検証 結果

グラフ5
PH（試験紙）

グラフ6
PH（メーター）

検証 結果

グラフ7
電気伝導度
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検証 結果

グラフ8
COD（低濃度）

検証 結果

グラフ9
全硬度

検証 結果

グラフ10
リン酸態リン（低濃度）

検証 結果

グラフ11
硫酸塩（高濃度）

検証 結果

グラフ12
硫化物

検証 結果

グラフ13
鉄

グラフ14
アルミニウム

グラフ15
亜鉛

グラフ16
銅

考察①

窒素の
著しい減少

植物の増加

窒素と植物

陸地化
1

3

2

4

まとめ

陸地化

窒素同化による
植物の成長

陸地化

特に蘚類はマット状
に成長
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考察②

複数の沼で長石と思われ
る鉱物を確認（顕微鏡）

水中にケイ酸アルミニウム
の存在がある可能性

ケイ酸アルミニウムの有無

まとめ

沼の色の違い

沼により長石（ケイ酸アルミニウム）の
含有量が違う可能性

異なる色彩を示す

ご清聴ありがとうございました。


